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(2月末日現在〉 前月比
人口 56，653 (-46) 
(男 37，叫 (-27)
女 29，309 (-19) 

世帯数 13，307 (ー10)
出生 81 転入 251 
死亡 27 転出 351 
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4月に入ると、今をさかりと桜の花が満開主語り，ますJ

大村公園、三城公園、松原の野岳湖の桜は事の丙外に煮え

名で、花見客の訪れで今年も大変なにぎわいーが予想され

ます。

観光大村、花どころ大村をより有名にするため、桜を

大切に、市内をきれいにいたしましょう。
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昭和41年4月1日 昭和33年4月22日第三種郵便物認可

市役所前の交通信号変わる

市役所前の交通信号機の信号方法が変りま

した。これは、いままで午前8時から午後5時

30分までの問、 赤黄青の 3色信号をしていま

したが、交通の実情にあわせて 3月28日から

つぎのとおり変更したも のです。市役所にご

用の市民のみなさん、と くに点滅信号の場合

の道路の横断などには十分ご注意ください。

平日 (土曜、日曜を除く )

8時'"9時 i
八 }赤、黄、青の3色信号16時30分"'17時30ノtJ 

9時'"16時30分 赤、黄の点滅信号

土曜日

8時'"9時 i

t赤、黄、青の3色信号
11時30分"'12時30分 j

9時 "'11時30分 赤、黄の点滅信号

lE諜 |被保険者証が黄色に
被保険者のみなさん、お手もとに

届きましたでしょうか?

4月1日より国民健康保険被保険者証が新らしくなりまし

た。病院へかかる場合は必ずこの新らしい被保険者証を持

って行きましょう。

まだお手もとに届いてないかたは、保険年金課または出

張所に申し出てください。被保険者証配付については町務

連絡員のかたにお願いしています。ノ

大村市政だよ り (2) 

市内史跡をめぐる

H大村を見なおそうH と史談会の藤原先生を

始め約20名が、市内の史跡をめぐり大村市の

歴史の勉強をしました。一-11大村市は歴史

が古い。市民としてもっと大村を勉強する必

要がある υーーと皆さんがいっておられまし

たラ (写真=玖島崎古ふんを見る〕

¥冶 交通事故にあったら、必ず国民健

康保険に届けでましょう

万一不幸にして交通事故にあったら、ま

ず国民健康保険に届けでてください。この

手続は市役所の保険年金課に届けでるだけ

でいいのです。

もともと交通事故によるけがや損害は、.

加害者が補償すべきものです。医者にかか

ったり、入院したりした費用は加害者が全

部弁償すべきですが、その弁償が不十分で

あったり 、全然弁償しない場合もあります

この場合は、被害をうけた被保険者が不利

になるだけでなく 、国民健康保険も損害を

うけることになります。届出がないと、加

害者に賠償金を請求する機会を失ない、せ

っかく与えられた請求権がなくなってしま

います。交通事故にあって入院などした場

合は市役所にもとどけるようにしてくださ

し、。

日向平に農業用水路できる
日向平に三面コンクリート張りの農業用水路がりっぱ

にできあがりました。この用水路は昭和37年の大水害の

ときにこわれたものを、37年から 3カ年経続事業として

工事を急いでいたものです。 総延長=1.078メートノレ
巾=2メートノレ 総工費=3，045万円
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一

日
か
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つ
、
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の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
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た
。

マ
小
口
汲
取

こ
回
の
収
集
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八
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も
の
)
は
十
八
リ
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(
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料
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八
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ッ
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収
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も
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。
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金
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き
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五
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。
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収
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ょ
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は
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桜
の

名
所
と
し
て
親
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ま
れ
て
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ま
す
。
四
月
一
日
か
ら
五
月

十
日
ま
で
の
問
つ
ぎ
の
と
お

り

パ
ス
が
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時
運
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
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犬
に
は
識
と
登
録
を

口
口

口
口

昭和41年度の犬の登録と第l回目の狂犬病
の予防注射をつぎのとおり行ないますので、

必ず登録を受け注射をするようにしましょう

この日程が終った後は、未登録、未注射の犬

は捕獲されます。

[>対象となる犬 生後90日以上の犬

[>料金 登録手数料 1頭につき300円
注射手数料 1頭につき180円

なお、犬はくさりか丈夫なひもで51いてき
てください。
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!今村公民舘

l溝陸 H 
三浦出張所

農協西部支所

鈴 張所

岩松駅前広場

大村市役所裏庭

消防署裏庭

大多武公民舘

西大村出張所
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昭
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町
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さ
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男
大
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郎
さ
ん
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に
金

一
封
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会
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業
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寄
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れ
ま
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。
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~月空言活F



り大村市政だよ昭和33年4月22日第三種郵便物語、可昭和41年4月 1日 (4) 

み
ん
な
が
納
税
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合
員
に

忘
れ
ず
に
納
入
で
き
ま
す

市
の
財
政
の
基
礎
は
市
税

で
す
。
も
し

こ
の
市
税
の
収

入
が
、
い
く
ら
か
で
も
停
滞

し
ま
す
と
、
市
政
の
円
滑
な

運
営
は
望
ま
れ
ま
せ
ん
。

今
は
市
内
の
全
町
内
に
納

組
税
合
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
何
か
の
事
情
で
ま
だ
納

税
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い

か
た
は
、
ぜ
ひ
も
よ
り
の
納

税
組
合
に
加
入
し
、
市
財
政

の
確
立
と
徴
税
費
の
節
減
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

室一教一通一-父一|盆

完
納
と
滞
納
の
ち
が
い

甲
乙
二
人
の
納
税
者
が
あ

っ
て
、
そ
の
固
定
資
産
税

の

一
年
間
に
納
め
る
額
が

と
も
に
一
万
円
と
し
ま
す

甲
は
組
合
に
加
入
し
て
い

て
四
月
の

一
期
の
納
期
内

に
一
年
分
を
全
額
前
納
し

ま
し
た
。
乙
は
組
合
に
加

入
せ
ず
、
翌
年
三
月
に
な

っ
て
あ
わ
で
て
納
入
し
た

と
し
ま
す
。

甲
に
は
三
百
五
十
円
の
前

納
ほ
う
奨
金
が
交
付
さ
れ

そ
の
組
合
に
は
約
三
百
円

の
事
務
費
と
し
て
の
補
助

金
が
あ
り
ま
す
。

乙
は
反

対
に
九
百
十
円
の
延
滞
金

や
督
促
手
数
料
を
加
算
し

て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
悪
意
は
な
く
て

も
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
た

り
し
て
多
額
の
延
滞
金
を

納
め
る
場
合
と
、
組
合
員

に
な
っ
て
キ
テ
シ
キ
チ
ン

と
納
め
て
ほ
う
奨
金
を
も

ら
う
と
の
間
に

は
こ
ん
な

開
き
が
あ
る
の
で
す
。

加
入
に
つ

い
て
は
収
納
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い。

子供に道の歩き方を教えましょう

4月から新入学児童の通学も始まります。か
わいいわが子が、また小学校一年生が交通事

故でけがをしたり、命を失ったりするのはな

んとしても坊がねばなり ません。これから交

通教室を連載します。まずお母さんがたが正

しい道の歩きかたを学びましょう。

通行区分 (対面交通〉

歩行者は、歩道と車道の区分のない道路で

は、道路

の右側に

寄って歩

かなけれ

ぽなり ま

せん。車

は左側を

通ります

， 
、官， 
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、経人伝め四 ス年 達崎元を た四五年を の る;
西てはえた人ピよを牢和急の人人に命でよ 2

ので、人と車は相対して通行す

るJことになるので対面交通とい

います。また、歩道と車道の区

別のあるところでは、 車道を積

断するとき、 道路工事のため歩

道を歩くことができないときな

ど以外には、必ず歩道を歩かな

ければなり ません。

-
大
掃
除
の
プ
ラ
ン

な
ど

の
害
虫
駆
除

l
前
も
っ

て
薬
の
手
配
、
近
所
と
の
共

同
作
戦
な
ど
。

ょっし
う早ょ四
05 ぅ月
かか

たそ清
てし掃
てての
や 、月

りプと
まラ し
しシ ま

③
た
た
み
を
干
す
l
た
ん
す

と
だ
な
な
ど
を
動
か
す
順
序

を
き
め
て
か
ら
か
か
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
き

め
て
や
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

、
フ
か
。

①
家
の
修
理
個
所

の
発
見
!

屋
根
、
天
井
裏
、
床
下
な
ど

②
蚊
、
は
え
、
ご
き
ぶ
り
、


